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町田市立南つくし野小学校 

校  長     山  﨑    聡 

 

１ 目指す学校像  ～児童一人一人が大切にされ、生き生きしている学校を目指して〜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 目指す児童像（教育目標） 

○元気な子  ○考える子  ○思いやりのある子  ○やりとげる子 

 

３ 学校経営計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【社会に開かれた教育課程の実現】 

（１）外部人材の活用 

（２）コミュニティスクールの活用 

（３）HP 等を活用した情報発信 

（４）教育活動の公開 

【児童にとって】 

楽しく喜んで登校できる学校 

【保護者・地域にとって】 

信頼して協力できる学校 

【教職員にとって】 

やりがいと生きがいがもてる学校 

チーム南つく 

【確かな学力の育成】 

（１）個に応じた指導の徹底 

（２）協働学習による多様な考えの発出 

（３）学びに向かう自主的な態度の育成 

（４）めあてに応じた ICT機器の活用 

学校経営計画 

【豊かな心の涵養】 

（１）いじめの早期発見・早期解決 

（２）道徳的実践力の育成 

（３）主体的な活動の推進 

（４）挨拶の習慣化 

【健やかな体の育成】 

（１）運動の日常化 

（２）健康教育と食育の推進 

（３）非常時での適切な避難行動の育成 

（４）安全意識の定着 

【教員の働き方改革の推進】 

（１）マイ定時退勤日の設定 （２）月の時間外勤務 30 時間未満を目標 



４ 目指す学校像を達成するための具体的取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営 
 
全教職員が学校運営に携わっ

ているという意識で、自分の担

当職務に全力を尽くす 

・積極的な広報活動 

・学校評価の活用 

・学年団の充実 

 

学習指導 
 
基礎的・基本的な知識・技能

を個々の児童の実態に応じ、身

に付けさせる 

・個別最適な学びと協働的な学び 

・ICT機器の効果的な活用 

・授業改革の推進 

・学年団の充実 

 

生活指導 
 
生活指導上の確認を全員で共

通理解し、同じ方針で児童を指

導していく 

・統一した指導の徹底 

・問題の早期発見、早期解決 

・関係者との連携 

学校組織としての対応 
 
保護者、地域、関係機関から

の信頼を得る 

・組織として統一的な対応 

・報告、連絡、相談の徹底 

・不審者等緊急時の対応 

 

 

特別支援教育 
 
子供の困り感を理解し、一人

一人の特性に応じた支援を心が

けていく 

・組織的な支援の徹底 

・合理的配慮 

・ハンドブックの活用 

 

 

研究・研修 
 
自校の教育課題の解決を図

り、教員の指導力向上のため研

究・研修に励む 

・教員相互の授業参観 

・外部研修への積極的参加 

・専門性の深化 

 

 
食物アレルギー対応 

 
保護者との面談、連絡等を通

じて事故の未然防止を徹底する 

・養護教諭、栄養士との連携 

・全職員での対応 

・給食時のルールの徹底 

 

 

特別活動 
 
自発的・自治的な活動を育

み、学校・学級の一員である所

属意識の育成を図る 

・学級活動の充実 

・学校行事での成功体験 

・自己肯定感の伸長 

 

特色ある教育活動 
 
本校の環境、地域、人材を十

分に生かした特色のある教育を

推進する 

・外部人材の積極的な活用 

・幼保小中連携教育の推進 

・VC との連携 

 

 

教育環境の整備 
 
学ぶ場としてふさわしい教育

環境を整える 

・定期的な安全点検 

・清掃活動の徹底 

・掲示板の積極的な活用 

 

 

地域・保護者との連携 
 
保護者、地域に教育活動を積

極的に公開し、学校と共に三者

が連携していく 

・地域の教育力を生かす 

・地域行事等への可能な範囲で

の参加 

 

 教科担任制の推進 
 
より専門性の高い指導と複数

の教員による多面的・多角的な

児童理解の推進 

・授業の質の向上 

・情報の共有 

・中学校への円滑な接続 

 

教職員の服務等 
 
服務の厳正に努め、全体の奉

仕者としての自覚をもって職務

を遂行していく 

・教育公務員としての高い意識 

・コスト意識 

・定期的な研修の実施 

 

 健康管理 
 
教職員の職場環境を改善し、

健康管理を推進する。 

・オンとオフの切り替え 

・風通しのよい職場環境 

・健康診断の受診 

 

働き方改革 
 
子供と向き合う時間の質を高め

るため、教職員の働き方改革を推

進する。 

・ノー会議デーの設定 

・行事の内容の見直し 

・校務の適正化 

 

 

あたりまえのことをあたりまえに 


